
白河商工会議所＊原則、１スライドに集約。２枚に続く場合は、枝番として①・②などを付すこと。報告第１号_職務執行者の変更について_ 2件

1.アクサ生命保険株式会社郡山支社白河営業所(令和6年1月1日付)

所長 岡崎悟史氏の人事異動に伴い、
職務執行者を所長 高田雅也(たかだまさや)氏に変更。

2. パナソニックオートモーティブシステムズ株式会社白河工場
(令和6年1月1日付)

工場長 浅井英毅氏の人事異動に伴い、
職務執行者を工場長 粂井勝人(くめいまさと)氏に変更。
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白河商工会議所＊原則、１スライドに集約。２枚に続く場合は、枝番として①・②などを付すこと。
報告第2号_監事会報告について

監事からの講評

令和５年１２月１３日（水）10時より、今年度第２回監事会を開催。

●藤田監事
・各会計共、正確・適正に処理されている。今後も適正に管理していただきたい。
・数多くの事業に取組んでおり、予算措置にも苦労しているのではないかと思う。
・銀行を経由して入出金がされており、不正が起きないように対応している。

●有賀監事
・内部牽制が効果的になっている。担当→課長→局長→専務となっていて、不正が起きずらい環境
になっている。

・IBなど経費が増加しているが、事務労力を考えると一本化は難しいので、現状維持で進めていく。
・使用していない通帳の残高証明は、現物のコピーなどに変更してコスト削減に取組んではどうか。
・過重労働にならないように、労働環境を整備してほしい。人員も充足していないようなので。

●小田木監事
・関係帳簿を監査した結果、分かりやすく整理されており、適正に処理されている。
引き続き、適正に処理していただきたい。

・相談所会計において指導料未納の事業者がいらっしゃるようなので、集金をしていただい
て、不利益が起こらないように取組んでほしい。
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白河商工会議所＊原則、１スライドに集約。２枚に続く場合は、枝番として①・②などを付すこと。報告第４号_デジタル抽選スクラッチキャンペーン事業の実績について

事業内容
1.事 業 名 しらかわスクラッチキャンペーン2023
2.配布期間 令和5年11月1日(水)～12月29日(金)
3.応募期間 令和6年1月15日(月)まで
4.内 容 参加店で1,000円以上購入ごとにスクラッチカード1枚配布。(1会計5枚まで)
   1等・2等・3等が出れば「当たり」。「はずれ」でも5枚集めて抽選会に応募可能。
5.景品本数 1等・1万円分商品券30本、2等・5千円分商品券60本、3等・3千円分商品券300本
   はずれ抽選会の景品本数300本

  ※商品券有効期限：1月31日(水)まで。抽選会は２月に開催予定。
実績報告
1.参加店数  234店
2.配布枚数 98,820枚
3.応募件数  当たり 229件(枚) / はずれ 1,451件(7,255枚)
4.当選内訳 １等(１万円)：20本

２等(５千円)：42本
３等(３千円)：167本

5.経済効果 839万5千円 以上
  (応募枚数：1千円 × 7,484枚)+(商品券：91万1千円)                

参加店のインスタグラム（かこい食堂）
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白河商工会議所＊原則、１スライドに集約。２枚に続く場合は、枝番として①・②などを付すこと。報告第５号_エールしらかわ事業【しらかわエール便の申込状況】について_①

1.事業名 しらかわエール便

2.内容  親元を離れて勉学に励んでいる白河市出身で

市外在住の学生を応援するため、白河の特産品を詰め

合わせた「しらかわエール便」を贈る。

3.申込期間 令和6年1月20日(土)まで

4.エール便応募者数

217名（第１回当選者 100名含む） 1/18時点

5.LINE登録者数

747人（学生 245人・保護者 248人・その他 254人）

※エール便事業開始前から373人増
※1/7開催の「二十歳の集い」の約600名に登録勧奨用チラシとエール便案内チラシを配布。
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報告第５号_エールしらかわ事業【しらかわエール便の申込状況】について_②

№ 性別 年齢 住所 大学 性別
1 女 18 福島県 国際医療福祉大学　薬学部 男 29
2 男 19 福島県 会津大学　コンピュータ理工学部 女 32
3 女 19 福島県 国際医療福祉大学　保健医療学部 合計 61
4 女 19 福島県 会津短期大学　幼児教育・福祉学科
5 男 20 福島県 福島工業高等専門学校　都市システム工学科
6 男 20 福島県 日本大学　工学部
7 女 20 福島県 宮城学院女子大学　生活科学部
8 女 20 福島県 福島大学　農学群食農学類
9 女 20 福島県 福島大学　共生システム理工学類

10 男 21 福島県 会津大学　コンピュータ理工学部
11 女 21 福島県 宇都宮大学　共同教育学部
12 女 21 福島県 福島大学　人文社会学群 年齢
13 男 22 福島県 白鷗大学　経営学部 18才 2
14 男 22 福島県 つくば国際大学　医療保健学部 19才 13
15 女 22 福島県 福島大学　人間発達文化学類 20才 15
16 女 22 福島県 宮城学院女子大学　教育学部 21才 12
17 女 22 福島県 福島県立医科大学　看護学部 22才 11
18 男 25 福島県 福島学院大学　福祉学部 23才 4
19 女 20 愛知県 愛知県立大学　外国語学部 24才 1
20 女 21 愛知県 中京大学　現代社会学部 25才 3
21 男 24 茨城県 茨城大学　理工学研究科 合計 61
22 男 18 宮城県 仙台大学　健康福祉学科
23 男 19 宮城県 仙台大学　現代武道学科
24 男 19 宮城県 仙台赤門医療専門学校　柔道整復医療科
25 女 19 宮城県 学校法人三幸学園　医療保育科
26 男 21 宮城県 東北福祉大学　教育学部
27 男 19 埼玉県 大東文化大学　経済学部 住所
28 女 20 埼玉県 立教大学　文学部 茨城県 1
29 男 23 埼玉県 立正大学　地球環境科学部 秋田県 1
30 女 19 山形県 東北芸術工科大学　デザイン工学部 石川県 1
31 女 21 山形県 山梨大学　医学部 北海道 1
32 男 20 秋田県 秋田大学　理工学部 愛知県 2
33 男 20 新潟県 新潟大学　工学部 山形県 2
34 男 21 新潟県 新潟大学　工学部 埼玉県 3
35 男 22 新潟県 新潟大学　工学部 千葉県 3
36 女 22 新潟県 新潟県立大学　国際地域学部 栃木県 3
37 男 23 新潟県 新潟大学　大学院自然科学研究科 宮城県 5
38 男 20 神奈川県 駒沢大学　経済学部 新潟県 5
39 女 20 神奈川県 明治学院大学　心理学部 神奈川県 8
40 女 20 神奈川県 東海大学　工学部 東京都 8
41 男 21 神奈川県 神奈川大学　経済学部 福島県 18
42 男 21 神奈川県 慶応義塾大学　環境情報学部 合計 61
43 女 22 神奈川県 鎌倉女子大学　教育学部
44 女 22 神奈川県 横浜国立大学　理工学部
45 女 23 神奈川県 鎌倉女子大学　児童学部
46 男 20 石川県 金沢大学　法学部
47 女 21 千葉県 聖徳大学　看護学部
48 女 22 千葉県 淑徳大学　看護栄養学部
49 女 25 千葉県 東邦大学　薬学研究科
50 男 19 東京都 武蔵野大学　教育学部
51 男 19 東京都 法政大学　経済学部
52 女 19 東京都 大東文化大学　文学部
53 男 20 東京都 電気通信大学　情報理工学域
54 女 20 東京都 法政大学　経営学部
55 女 21 東京都 城西国際大学　メディア学部
56 男 22 東京都 亜細亜大学　国際関係学部
57 女 25 東京都 東京大学　大学院　農学生命科学研究科
58 女 19 栃木県 足利大学　工学部
59 男 21 栃木県 国際医療福祉大学　保険医療学部
60 男 23 栃木県 国際医療福祉大学　薬学部
61 女 19 北海道 東京農業大学　生物産業学部
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白河商工会議所＊原則、１スライドに集約。２枚に続く場合は、枝番として①・②などを付すこと。報告６号_青年部事業について_①

 事業報告

１.白河商工会議所青年部 令和６年 新年会

日 時： 令和６年１月１７日(水) 午後７時から

場 所： 東京第一ホテル新白河

出席者： 56名（青年部会員27名、来賓29名）

内 容： 次年度体制の発表

令和６年能登半島地震災害義援金の募集

２.令和６年能登半島地震における被災地支援

日 時： 令和６年１月6日(土) 

場 所： 石川県七尾市 石川県商工会議所青年部連合会 災害対策本部

内 容： 支援物資を新潟県上越市へ搬入した。

各地から上越市に届いた物資は石川県商工会

議所青年部連合会災害対策本部へ配送される。
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白河商工会議所＊原則、１スライドに集約。２枚に続く場合は、枝番として①・②などを付すこと。報告６号_青年部事業について_②

 今後の予定

１.だるま市出店

目 的： 白河市の伝統行事だるま市の出店協力を行う事で、地域社会に貢献し、青年部

活動の市民への周知、中心市街地の活性化の一助となることを目的とする。

日 時： 令和６年2月１1日(日) 午前9時から

場 所： 白河信用金庫本店前

内 容： 豚汁の販売

昨年のだるま市出店の様子
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白河商工会議所＊原則、１スライドに集約。２枚に続く場合は、枝番として①・②などを付すこと。報告６号_青年部事業について_③

 次年度体制について

三役・顧問・監事・事務局長
役職 氏名 事業所名
会長 安田 貴久 有限会社松新酒店
相談役 鈴木 桂祐 有限会社桂設計
顧問 菊地 一寛 株式会社共和建商
顧問 和知 健明 ダルライザープランニング
監事 高木 豊和 株式会社コウシン
監事 鈴木 靖信 白河観光交通株式会社
副会長 齋藤 俊輔 有限会社斉藤鉄工
副会長 小野 謙太朗 有限会社オートピット小野
副会長 有賀 裕二郎 有賀醸造合資会社
副会長 石塚 健二 有限会社石塚商会

専務理事 吉見 優一郎 緑川呉服店
事務局長 松本 泰季 株式会社松本工務店

委員長
委員会 氏名 事業所名

総務広報委員会 鈴木 洋平 株式会社大谷屋
自己啓発推進委員会 西脇 信介 有限会社IB警備

みらい創生・交流委員会 相田 加代子 株式会社イワキ
まちおこし委員会 鈴木 浩平 株式会社鈴木建設
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白河商工会議所＊原則、１スライドに集約。２枚に続く場合は、枝番として①・②などを付すこと。報告7号_女性会事業について

 事業報告

１. 白河商工会議所女性会・(公社)白河法人会女性部会 合同チャリティーバザー

日時：令和5年12月7日(木)

場所：白河商工会議所

益金：合計156,150円（内、78,075円を女性会から社会福祉法人白河学園へ寄付)

2.クリスマス親睦会

日時：令和5年12月12日(火)

場所：キッチンダイニングイッテミッカ

参加人数：20名

-9-


	スライド番号 1
	
	スライド番号 1

	
	スライド番号 1

	
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3

	
	0115

	
	スライド番号 1

	
	スライド番号 1




